
「
青

島
大
概
記
」
岳山

両同

ケ

ー
事
実
と
虚
構
、

虚
構
部
分
に
み
ら
れ
る

井
伏
文
学
の
特
質
に
つ
い
て

Iま

め

じ

井
伏
鱒
ニ
は
、
昭
和
六
年
二
月
、
『
改
造
』
に
「
丹
下
氏
邸
」
を
発
表
を
し
て
い
る
。
乙
の

作
品
が
発
表
さ
れ
る
と
同
時
に
、
小
林
秀
雄
は
「
井
伏
蹄
ニ
の
作
品
に
つ
い
て
」
(
初
出
不

明
。
『
続
文
ザ
一
司
評
論
』
収
録
。
本
文
末
尾
に
ご
九
三
了
ニ
」
の
記
載
が
あ
る
)
と
題
す
る

一
文
を
草
し
て
、
「
な
か
な
か
の
傑
作
」
だ
と
、
ま
ず
褒
め
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
「
井
伏
の
作

品
は
、
小
市
民
的
根
性
の
表
現
に
過
宮
ぬ
と
い
ふ
定
説
」
や
「
彼
の
文
学
は
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学

だ
と
い
ふ
説
」
を
否
定
し
、
彼
の
文
章
の
巧
み
さ
を
一
角
く
評
価
す
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
言

う
。
「
井
伏
鱒
ニ
の
作
品
は
、
み
な
泊
に
平
明
索
朴
な
外
観
を
基
し
て
を
り
ま
す
」
が
、
「
彼

の
文
章
は
決
し
て
平
明
で
も
索
が
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
変
複
雑
で
、
意
識
的
に
隅
々
ま
で
構

成
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
す
。
若
い
作
家
の
う
ち
で
は
、
彼
の
文
字
の
布
置
に
就
い
て
最
も
心
を

労
し
て
ゐ
る
も
の
の
一
人
で
す
。
彼
は
文
章
に
は
通
達
し
て
を
り
ま
す
。
玖
細
な
言
葉
を
光
ら

せ
る
術
も
、
ど
ぎ
つ
い
色
を
畳
す
術
も
、
見
事
に
休
得
し
て
ゐ
ま
す
。
」
と
。
乙
の
小
林
の
言

は
、
「
山
甑
魚
」
か
ら
「
丹
下
氏
邸
」
ま
で
の
諸
作
品
に
対
し
て
冠
せ
ら
れ
た
評
価
で
は
あ
る

が
、
井
伏
文
学
全
体
を
見
渡
し
た
際
に
も
言
え
る
、
誠
に
的
を
射
た
評
価
だ
と
私
は
思
う
。
一

見
、
井
伏
の
作
品
に
は
、
国
々
と
し
て
捕
え
ど
乙
ろ
の
な
い
作
品
が
多
い
が
、
よ
く
読
ん
で
み

る
と
、
構
成
が
誠
に
明
確
か
つ
緊
密
で
完
壁
に
近
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
「
丹
下
氏

邸
」
以
前
の
作
品
、
「
山
内
似
宗
」
(
昭
2
)

・
「
鯉
」
(
昭
3
)
・
「
夜
ふ
け
と
梅
の
花
」
(
昭

3
)
・
「
朽
助
の
ゐ
る
谷
間
」
(
昭
4
)
・
「
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」
(
昭
4
)
・
「
シ
グ
レ

島
叙
景
」
(
昭
4
)
等
は
も
ち
ろ
ん
の
乙
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
の
作
品
(
昭
和
十
年
前
後

ま
で
)
、
「
川
」
(
昭
7
)
・
「
抱
摸
の
届
三
郎
」
(
昭
8
)
・
「
喪
章
の
つ
い
て
ゐ
る
心

懐
」
(
昭
9
)
・
「
青
ヶ
島
大
紙
記
」
(
昭
9
)
・
「
さ
ぎ
な
み
軍
記
」
(
昭

5
1昭
日
〉
等

に
し
て
も
然
り
で
あ
る
。

宇

野

r台

憲

だ
が
乙
乙
で
、
乙
れ
ら
す
べ
て
の
作
品
を
深
く
論
じ
て
ゆ
く
余
裕
が
今
の
私
に
は
な
い
。
以

下
、
従
来
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
「
育
ゲ
島
大
概
記
」
を
特
に
取
り
上
げ
、
詳
細
に
検
討

し
て
行
乙
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
青
ヶ
島
大
概
記
」
は
、
昭
和
九
年
三
月
、
『
中
央
公
論
』
に
発
表
さ
れ
、
後
、
『
逃
亡

記
』
(
昭
9
・
4
)
・
『
頓
生
・
菩
提
』
(
昭

m・
1
)
・
『
丹
下
氏
邸
』
(
昭
日
・
2
)

・
『
ジ
ョ

ン
古
田
次
郎
漂
流
記
』
(
昭

n・4
)
等
の
諸
作
品
集
に
繰
り
返
し
収
録
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
乙
の
問
、
若
干
の
字
句
の
訂
正
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ご
く
部
分
的
な
も
の

で
あ
っ
て
、
乙
の
場
合
問
題
と
す
る
に
足
ら
な
い
。

『
丹
下
氏
邸
』
(
昭
日
・
2
・β
新
潮
社
)
の
序
に
、
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
創
作
に
関
す
る
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
発
表
後
、
六
年
を
経
過
し
た
頃
の
井
伏
の
乙
の
作

品
に
対
す
る
忠
九
円
で
あ
る
が
、
創
作
に
関
す
る
井
伏
の
窓
識
な
り
姿
勢
な
り
が
端
的
に
伺
え
る

の
で
、
全
文
を
こ
乙
に
引
用
し
て
お
く
。

『
青
ヶ
島
大
概
記
』
は
実
談
に
近
い
物
語
で
あ
る
。
香
い
で
あ
る
事
件
は
た
い
て
い
事
実

注
ー

で
あ
る
。
昭
和
八
年
十
二
月
乙
ろ
某
氏
か
ら
史
料
を
借
用
し
、
翌
年
の
二
月
下
勾
に
替
き
上

T
た。

枠
図
。
，

史
料
数
冊
の
う
ち
か
ら
、
私
は
な
る
べ
く
色
彩
的
な
記
録
を
選
び
出
し
て
素
材
に
し
た
。

事
件
、
地
形
、
風
物
、
風
俗
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
記
録
に
近
い
や
う
に
心
が
け
た
つ
も

り
だ
が
、
私
は
青
ヶ
島
を
見
て
ゐ
な
い
の
で
喰
ひ
ち
が
い
の
乙
と
も
あ
る
だ
ら
う
。

乙
の
物
語
は
全
文
を
候
文
に
し
て
ゐ
る
が
、
乙
れ
を
一
人
称
で
舎
く
関
係
か
ら
、
当
時
の

庶
民
の
常
用
文
で
書
く
こ
と
に
し
た
。
但
し
、
現
代
の
候
文
で
は
な
く
幕
末
に
近
い
乙
ろ
の

俣
文
で
あ
る
。

外
国
人
が
日
本
人
を
知
る
近
路
は
、
日
本
の
小
さ
な
島
を
見
物
す
る
乙
と
だ
と
い
ふ
人
が

あ
る
。
し
か
し
、
今
で
は
そ
れ
も
過
去
の
説
で
あ
ら
う
。
と
の
物
語
も
過
去
の
日
本
の
盗
や

-4，1-



島
の
人
の
姿
を
一
語
っ
て
ゐ
る
。

と
の
序
に
よ
る
と
、
「
宥
ゲ
島
大
概
記
」
は
、
「
実
談
に
近
い
物
語
」
で
あ
り
、
「
た
い
て
い

事
実
」
を
書
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
記
録
に
近
い
ゃ
う
心
が
け
た

つ
も
り
」
で
あ
り
、
一
人
称
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
か
な
り
客
観
的
措
写
態
度
を
と

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
乙
と
を
強
調
し
て
い
る
。
果
し
て
、
井
伏
が
感
じ
て
い
た
通
り
の
作
品
と

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
。

乙
の
他
、
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
剣
作
に
関
す
る
怠
識
な
り
柏
戸
長
な
り
を
伺
う
上
で
重
要
な
文

章
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
太
宰
治
の
「
井
伏
鱒
ニ
選
集
第
二
巻
の
後
記
」
(
昭
お
・
6
『
太
宰

治
全
集
第
十
一
巻
』
〈
昭
臼
・
ロ
V
所
収
)
で
あ
り
、
一
つ
は
井
伏
自
身
の
「
社
交
性
」
(
昭

m-m
『
小
説
公
園
』
に
発
表
。
『
還
暦
の
鯉
』
〈
昭
幻
・
6
新
潮
社
V
所
収
)
で
あ
る
。
両
者

は
、
中
村
光
夫
「
井
伏
鱒
二
論
」
(
『
文
学
界
』
昭
幻
・
日
)
中
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
有
名

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
の
で
、
乙
乙
で
は
触
れ
な
い
。

ま
た
、
管
見
に
入
っ
た
「
青
ヶ
由
同
大
概
記
」
に
関
す
る
本
格
的
論
及
は
、
中
村
光
夫
氏
以
外

に
は
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。
瀬
沼
茂
樹
・
尼
崎
士
郎
・
谷
崎
精
二
・
大
越
嘉
七
・
沼
田
佑
各

註
S

氏
も
多
少
触
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
問
題
と
す
る
に
足
ら
ぬ
。

中
村
光
夫
氏
は
、
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
「
台
ヶ
島
大
概
記
」
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
言
う
。

乙
の
二
つ
の
歴
史
小
説
は
氏
の
戦
前
の
作
品
の
な
か
で
は
最
上
位
に
お
く
べ
き
名
作
だ
と

思
は
れ
ま
す
が
、
乙
乙
で
は
現
代
小
説
で
、
氏
の
思
想
を
埋
没
し
勝
ち
な
人
情
は
影
を
ひ
そ

め
、
海
上
を
放
浪
す
る
敗
将
も
、
度
々
の
噴
火
に
よ
っ
て
生
命
を
脅
か
さ
れ
、
生
計
を
奪
は

れ
る
火
山
島
の
住
民
た
ち
も
、
人
間
の
自
然
状
態
を
、
い
は
Y
象
徴
的
に
強
制
さ
れ
て
生
き

て
ゐ
る
の
で
、
井
伏
氏
の
思
想
は
、
乙
乙
に
も
っ
と
も
端
的
に
、
生
き
た
形
で
表
は
れ
て
ゐ

ま
す
。

ま
た
別
の
箇
所
で
、

「さ
Y
な
み
軍
記
」
の
目
的
が
過
去
の
再
現
で
は
な
く
、
歴
史
の
な
か
に
日
常
の
幣
積
を

洗
ひ
な
が
し
た
人
生
の
詩
を
見
る
こ
と
で
あ
っ
た
や
う
に
、
「
大
紙
記
」
も
こ
の
火
山
鳥
の

貧
し
い
住
民
た
ち
の
苦
悶
の
歴
史
を
描
い
た
も
の
で
な
く
、
乙
の
小
島
ぞ
人
間
の
生
存
の
条

件
の
惨
め
さ
を
示
す
舞
台
と
し
て
、
自
然
の
脅
威
と
、
政
治
の
暴
虐
を
恩
ふ
さ
ま
に
展
開
し

た
作
品
で
す
。

と
も
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
引
用
文
か
ら
も
解
る
通
り
、
中
村
氏
は
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
を
、

「
最
上
位
に
お
く
べ
き
名
作
だ
」
と
か
、
「
井
伏
の
思
想
は
、
乙
乙
に
も
っ
と
も
端
的
に
、
生

き
た
形
で
表
は
れ
て
ゐ
」
る
と
か
蒔
く
評
価
し
、
単
な
る
歴
史
記
録
物
と
は
官
然
と
区
別
し
て

い
る
。
ま
た
、
「
自
然
の
脅
威
と
、
政
治
の
暴
虐
を
思
ふ
さ
ま
に
展
開
し
た
作
品
」
で
あ
る
と

述
べ
る
と
乙
ろ
、
一
部
で
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
私
も
思
う
。
同
時
に
、
「
叙
述
の
カ

で
読
者
を
島
民
た
ち
の
住
む
現
場
に
つ
れ
て
行
」
(
同
右
)
き
、
苛
酷
な
現
場
の
情
景
を
読
者

に
如
実
に
想
像
さ
せ
る
力
を
充
分
に
も
っ
て
い
る
秀
れ
た
作
品
で
あ
る
と
思
う
。

中
村
氏
は
、
彼
一
流
の
直
感
力
で
も
っ
て
鼠
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
乙
乙
で
私
は
、
も
っ

と
実
証
的
な
方
法
で
、
即
ち
、
乙
の
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
の
原
拠
と
な
っ
て
い
る
「
八
丈
実

記
」
と
、
井
伏
の
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
と
を
対
比
検
討
す
る
乙
と
に
よ
り
、
事
実
と
虚
構
の
関

係
を
明
ら
め
、
虚
続
部
分
に
み
ら
れ
る
と
乙
ろ
の
井
伏
文
学
の
特
質
を
考
察
し
て
行
乙
う
と
思

う
の
で
あ
る
。

引
用
文
に
つ
い
て
は
、
「
八
丈
実
記
」
は
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
一
巻
』
(
昭
必

・7
・5
=
二
舎
一
房
)
収
録
の
も
の
に
拠
り
、
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
は
『
井
伏
鱒
二
全
集
第
一

巻
』
(
昭
犯
・

2-m筑
摩
書
房
)
収
録
の
も
の
に
拠
っ
た
。
従
っ
て
、
引
用
文
の
最
後
に
附
し
て

あ
る
頁
数
・
行
数
・
段
に
つ
い
て
は
、
前
記
各
書
の
一
員
数
・
行
数
・
段
で
あ
る
。
引
用
に
際
し

て
、
旧
漢
字
は
す
べ
て
新
漢
字
に
改
め
て
あ
る
。
ま
た
、
引
用
文
中
の
傍
線
部

(
j
i
t
-
-
1等
)

は
、
す
べ
て
齢
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

「
青
ヶ
島
大
概
記
」
と
い
う
題
名
は
、
お
そ
ら
く
、
『
八
丈
実
記
』
中
に
あ
る
青
ヶ
島
関
係

史
料
の
「
伊
豆
国
付
八
丈
島
持
青
ヶ
島
大
概
記
」
の
表
題
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

乙
の
作
品
は
、
作
品
冒
頭
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
伊
立
国
付
、
八
丈
島
持
、
青
ヶ
島

名
主
次
郎
太
夫
」
が
、
「
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
の
下
知
」
に
よ
り
、
「
首
字
御
免
お
ほ
せ
つ

け
ら
れ
、
白
銀
拾
枚
た
ま
わ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
「
焦
土
開
発
の
順
序
な
ら
び
に
青
ヶ
島

荒
廃
の
模
様
を
く
は
し
く
申
し
上
ぐ
ぺ
」
く
「
御
注
進
」
す
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

語
り
手
は
、
次
郎
太
夫
そ
の
人
で
は
な
く
、
「
文
化
十
四
年
丁
丑
年
、
当
背
ク
島
に
漂
流
つ
か

ま
つ
り
侯
わ
が
身
」
で
あ
り
、
そ
の
「
わ
が
身
」
が
、
「
当
青
ヶ
島
K
て
申
し
伝
へ
に
覚
え
候

乙
と
、
な
ら
び
に
文
書
に
残
る
ま
ま
の
次
第
を
取
り
ま
ぜ
」
、
「
青
ヶ
島
風
土
記
の
お
も
む

き
」
を
も
っ
て
物
語
る
の
で
あ
る
。
物
語
る
時
点
は
と
考
え
る
に
、
一
応
、
江
川
代
官
よ
り
下

知
の
あ
っ
た
天
保
十
五

C
E
C
年
六
月
と
い
う
乙
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
は
、
原
拠

と
な
っ
て
い
る
史
料
か
ら
推
祭
す
る
に
、
「
開
発
検
地
竿
入
見
分
」
の
あ
っ
た
天
保
六

(
H
g
g

年
頃
の
状
況
と
考
え
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
乙
の
作
品
は
、
天
保
十
五
年
六
月

頃
、
漂
流
民
で
あ
る
「
わ
が
身
」
(
虚
桔
の
視
点
人
物
)
が
、
天
保
六
年
頃
の
史
料
を
基
に
し

て
記
し
留
め
、
次
郎
太
夫
に
代
わ
っ
て
「
初
注
進
」
し
て
い
る
休
の
も
の
と
言
っ
た
ら
よ
か
ろ

ー-42 ・ー
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-っか。冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
乙
の
物
語
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
は
山
焼
の

状
況
と
「
焦
土
開
発
の
順
序
」
で
あ
り
、
一
は
「
青
ヶ
島
荒
廃
の
模
様
」
(
「
荒
廃
の
模
様
」
と

い
う
よ
り
は
、

4LA廃
か
ら
や
や
立
ち
直
っ
た
青
ヶ
島
の
模
様
d

と
い
っ
た
方
が
適
当
か
も
知

れ
な
い
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
と
『
八
丈
実
記
』
と
を
照
合
し
て
み
る
と
、
前
者
の
大
部

分
は
『
八
丈
実
記
』
の
中
の
「
海
島
青
ヶ
島
」

(
m
l
m
v
の
史
料
に
、
後
者
の
大
部
分
は

「
伊
豆
国
付
八
丈
島
持
青
ヶ
島
大
概
記
」

(
m
l
m
)
の
史
料
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
図
表
に
し
て
み
る
と
一
目
瞭
然
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
次
に
、
そ
の
関
係
を
図
表
に

し
て
掲
げ
て
お
く
。
た
だ
し
、
図
中
の
中
央
直
線
上
の
数
字
は
本
文
の
頁
数
(
上
)
・
行
数
(
下
)

を
示
し
、
上
段
は
『
八
丈
実
記
』
と
一
致
す
る
内
容
の
も
の
、
下
段
は
井
伏
の
創
作
と
思
わ
れ

る
内
容
の
も
の
を
示
す
。
図
表
象
照

前
掲
図
は
、
管
見
に
入
っ
た
『
八
丈
実
記
』
の
，
青
ク
島
関
係
の
史
料
を
基
と
し
て
、
私
な

り
に
解
り
易
く
整
理
・
整
頓
し
た
d

も
の
で
あ
る
。

図
か
ら
も
判
る
通
り
、
語
り
手
で
あ
る
「
わ
が
身
」
が
、
直
接
作
品
中
に
登
場
す
る
前
と
後

と
で
は
、
依
拠
す
る
史
料
も
、
記
述
す
る
方
法
も
大
き
く
呉
っ
て
い
る
。
前
半
部
分
で
は
山
焼

と
「
焦
土
開
発
の
順
序
」
が
ほ
ぼ
年
代
順
に
述
べ
ら
れ
、
後
半
部
分
で
は
山
焼
よ
り
一
応
立
ち

直
っ
た
青
ヶ
島
の
状
況
が
風
土
記
風
に
語
ら
れ
て
い
る
。

井
伏
が
『
丹
下
氏
邸
』
の
序
で
も
述
べ
て
い
た
返
り
、
一
応
は
、
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
は

「
実
談
に
近
い
物
語
」
で
あ
り
、
「
書
い
で
あ
る
事
件
は
た
い
て
い
事
実
で
あ
る
」
と
考
え
て

よ
い
。
だ
が
、
入
念
に
検
討
し
て
み
る
と
、
確
か
に
六
分
返
り
は
事
実
史
料
に
拠
つ
て
は
い
る

も
の
の
、
四
分
位
は
井
伏
自
身
の
創
作
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
乙
と
と
し
て
、
ま
ず
、
前
者
の
、
事
実
史
料
に
拠
っ
た
と
忍
わ
れ
る
も
の
か
ら
、
そ

の
拠
り
具
合
を
具
体
的
に
見
て
行
乙
う
と
思
う
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
井
伏
の
事
実
誤
認
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
乙
う
。

例
え
ば
、
耕
地
と
そ
れ
に
課
せ
ら
れ
る
租
税
の
記
述
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
井
伏
は
、

去
る
天
明
乙
巴
年
三
月
の
大
災
害
の
み
ぎ
り
に
は
、
当
時
の
在
家
八
十
戸
、
耕
回
総
反
別

八
十
三
町
田
氏
二
畝
一
歩
、
乙
の
御
年
貢
の
究
紬
約
三
十
六
一
円
山
畑
反
別
六
十
三
町
六
氏

六
畝
、
乙
の
御
年
貢
の
資
紬
二
氏
、
糸
四
百
升
、
鰹
節
二
千
本
と
申
し
候
。
(
捌
・
ロ

l
m
-
M
)

と
記
し
て
い
る
。
乙
の
記
述
に
よ
る
と
、
青
ヶ
島
の
全
耕
地
面
積
は
百
四
十
七
町
八
畝
一
歩
で

あ
り
、
乙
れ
に
か
か
る
御
年
買
は
、
全
部
で
、
資
紬
約
三
十
八
反
と
糸
四
宵
升
と
鰹
節
二
千
本

と
い
う
乙
と
に
な
ろ
う
。
買
忌
式
は
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
乙
の
部
分
を
記
述
す
る
に
あ
た
っ

て
、
井
伏
が
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
『
八
丈
実
記
』
の
史
料
を
次
に
掲
げ
る
。

一
、
惣
反
別
八
十
三
町
四
反
二
畝
一
歩

此
御
年
貢
小
物
成
共
賞
紬
三
十
一
端

外
ニ

黄
紬
一
反
九
分
ニ
厘
御
口
紬

内
麦
畑
反
別
十
九
町
七
反
六
畝
一
歩

此
御
年
貢
ハ
資
紬
二
十
六
反

此
合
糸
二
千
八
十
升

外

畑
一
町
歩
ニ
附

黄
紬
一
反
三
分
一
一
極
五
毛
七
七

御
口
紬御

年
貢
黄
紬
一
反
ニ
附

A
白
糸
四
升
九
分
五
厘
四
毛
八

{s. 

A
口
糸
二
十
八
升
八
分
三
厘

山
知
反
別
六
十
三
町
六
反
六
畝
歩

此
小
物
成
資
紬
五
反

比
合
糸
四
百
升

比

語

イ旦

山
畑
一
町
歩
-
一
附

責
紬
七
厘
八
毛
五
回

-43 -

イ旦

資

紬

二

反

御

役

紬

同

三

反

鰹

節

二

千

本

代

外
ニ
合
糸
二
十
四
升
七
分
七
堕

納
入
戸
口
寅
紬
三
十
二
反
九
分
二
厘

此
合
糸
二
千
六
百
三
十
三
升
六
分

右
者
山
焼
目
前
上
納
仕
侠
分
子
御
座
俣
。

御
口
一
納

(m・
上
)

乙
の
史
料
は
、
不
慣
れ
な
者
に
と
っ
て
は
、
一
見
わ
か
り
難
い
史
料
で
は
あ
る
が
、
結
論
は
至

っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
右
の
史
料
か
ら
は
次
の
乙
と
が
解
る
。
青
ヶ
島
の
全
耕
地
面
積

は
八
十
三
町
四
反
ニ
畝
一
歩
ぞ
、
そ
れ
に
か
か
る
租
税
と
し
て
は
、
賞
紬
三
十
一
端
(
注
、
端

は
反
に
同
じ
)
、
そ
れ
以
外
に
御
口
紬
(
村
の
役
職
に
か
か
っ
て
く
る
租
税
で
あ
ろ
う
〉
と
し

て
賀
紬
一
反
九
分
二
座
、
従
っ
て
、
青
ヶ
島
全
体
に
か
か
っ
て
く
る
租
税
は
「
納
合
黄
紬
三

十
二
反
九
分
ニ
厘
」
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
乙
れ
を
糸
で
納
め
る
な
ら
ば
「
二
千
六
百
三
十

三
升
六
分
」
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
そ
の
他
の
多
く
の
数
字
は
、
各
々
の
内
訳
け
な
の
ぞ
あ

る
。
井
伏
は
、
乙
の
あ
た
り
が
明
瞭
で
な
か
っ
た
た
め
、
史
料
を
扱
う
際
、
内
訳
け
に
あ
た
る



も
の
ま
で
も
部
分
的
に
合
算
し
て
、
本
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

史
料
を
尊
重
し
、
正
確
さ
を
期
す
る
な
ら
ば
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
乙
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
天
明
乙
巴
年
三
月
・
:
(
中
略
)
・
:
当
時
の
在
家
八
十
戸
」
と
あ
る
の
も
、
や
は
り

主
確
で
は
な
い
。
「
天
明
乙
巳
年
」
と
は
天
明
五
年

C
詰
印
)
の
乙
と
で
あ
る
。
井
伏
は
、

『
八
丈
実
記
』
の
、

家
数
八
十
八

o
E割
引
川
例
制
家
ハ
浜
地
ケ
平
ト
申
所
ニ
有
之
、
八
在
家
ハ
只
今
住
居

仕
所
ニ
有
レ
之
由
。
:
・
(
中
略
)
・
:
八
』
出
制
川
刻
ベ
ベ
剖
川
州
司
副
M
刈
劉
刻
い
樹
到
U
八
在

家
ハ
別
条
無
レ
之
由
。
(
川
下
!
制
上
)

と
あ
る
部
分
に
拠
っ
て
「
八
十
在
家
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
乙
の
箇
所
は
年
代
の
上
か

ら
い
っ
て
も
全
く
相
違
し
、
源
為
朝
が
青
ヶ
島
に
渡
っ
た
頃
の
記
述
と
し
て
で
て
い
る
。
で

は
、
乙
の
山
焼
が
あ
っ
た
天
明
五
年
頃
に
は
何
在
家
ぐ
ら
い
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
正
確
な
数

字
は
わ
か
ら
な
い
が
、
た
だ
、
天
明
三
年
(
口
∞
ω)
の
山
焼
の
記
述
の
と
こ
ろ
に
、
「
北
時
ニ

ア
タ
リ
テ
人
家
六
十
三
軒
残
リ
ナ
ク
焼
亡
シ
」
(
削
・
上
)
と
あ
る
と
と
か
ら
、
二
年
後
の
天
明

豆
年
の
頃
も
ほ
ぼ
同
数
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
そ
あ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
「
当
時
の
在
家
八
十
戸
」
と
い
う
の
は
、
事
実
の
正
確
さ
を
期
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や

は
り
正
確
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

乙
の
程
の
と
と
を
穆
々
述
べ
た
て
て
も
頂
設
に
な
る
ば
か
り
で
あ
る
の
で
や
め
に
す
る
が
、

史
料
の
事
実
性
を
重
ん
じ
る
な
ら
ば
、
次
に
あ
げ
る
伺
所
は
事
実
誤
認
と
し
て
、
早
急
に
訂
正

さ
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

「

青

ヶ

島

大

概

記

」

の

本

文

『

八

丈

実

記

』

。
六
月
十
七
日
よ
り
土
地
し
き
り
に
ゆ
ら
め
き
い
ぞ
、
引

き
つ
づ
き
同
二
十
三
日
ま
で
の
七
日
間
、
:
・
(
中
略
)
:
・

同
二
十
六
日
の
朝
よ
り
地
震
し
づ
ま
り
て
小
雨
降
り
出

し
、
二
日
ば
か
り
降
り
つ
づ
く
う
ち
大
雨
と
な
り
、

(
m
・
8
1
m
-
m
)

|
↓
当
六
月
』
利
回
ヨ
リ
同
廿
三
日
迄
対
削
岩

間
U
:
(
中
略
)
・
:
同
制
四
回
明
則
引
掛
劃
相
、

止
ミ
、
同
廿
六
日
詐
方
ヨ
リ
小
雨
降
リ
出

シ
、
同
夜
五
ツ
時
分
ヨ
リ
大
雨
ニ
成
リ
、

(m・
上
)

。

豊

俊

(

加

・

7

)

|

↓

豊

後

前

・

上

)

。
安
永
刑
到
平
四
月
(
山
・
9
〉

l
安
永
判
到
制
四
月
(
叩
・
下
〉

。
山
!
制
対
回
は
コ
州
四
則
州
制
ひ
だ
(
m
-
U
)

ー
歯
多
山
ノ
手
坂
地
々
凡
廿
四
間
(
m
・
下
〉

-
↓
到
別
対
尺
宛
ノ
大
石
ハ
(
問
・
下
〉

-
↓
五
月
到
副
地
シ
ツ
マ
リ
テ
後
チ
、
・
:
(
中

略
)
:
:
:
同
日
申
ノ
刻
(
問
・
上
)

。
翌
十
一
日
卯
の
刻
よ
り
静
ま
り
候
へ
ど
も
昼

夜
間
断
な
く
土
地
ゆ
れ
動
き
(
加
・
4
l
m
・
5
)

-
↓
十
一
日
卯
ノ
刻
ヨ
リ
辰
ノ
刻
マ
テ
鳴
音
弁

立
登
ル
火
石
相
鋲
リ
、
巴
ノ
上
刻
ヨ
リ
亦

厳
シ
ク
震
動
シ
(
叩
・
上
)

。
若
者
二
百
二
人
(
問
・
5
)
|
+
長
幼
二
百
二
人
(
刷
・
上
)

。
金
子
二
百
五
十
七
両
に
分
銀
六
匁
(
m
-
U
)
|
↓
金
子
二
百
五
十
七
阿
二
分
、
叙
六
匁

(
州
・
上
)

同五
月尺
六1八
日j寸
申jの
のl大
刻i石
(は
295 r-. 

291 
11 
'-" 12 

総{究
勢!政
二i五
十j年
八l七
人1月
は十

(日
301 、

旦五
郎
を
は
じ
め

-
ψ
寛
政
五
渓
丑
年
七
月
士
百
名
主
三
九

郎
、
援
物
農
兵
積
入
コ
引
刈

J

ピ
ア
(
制
・
上
)

。
究
政
六
年
九
月
刊
刻
印
、
(
m
・

5
1
ψ
同
六
年
九
月
士
一
副
:
(
削
・
上
)

。
究
政
八
年
四
月
コ
引
出
回
、
(
m
・
1
)
|
↓
究
政
八
丙
辰
年
四
月
間
到
副
:
(
m
・
下
)

。
ヨ
州
制
引
引
剰
制
刊
コ
刈
は
(
叩
・
日

)
L名
主
一
見
阿
川
刈
川
剰
紙
刑
↓
刈
(
削
・
下
)

。
総
人
数
男
女
百
七
十
人
あ
ま
り
乙
れ
あ
り
、

当
初
乙
の
烏
に
避
難
つ
か
ま
つ
り
候
総
人
数

よ
り
七l
制
州
側

υに
御
座
候
。
(
訓
-
n
l
制
・
ロ
)

|
↓
当
時
青
ヶ
島
エ
間
人
別
男
女
百
七
十
七
人

御
座
候
所
、
(
叩
・
上
)

青
ヶ
島
尽
夕
焼
亡
ス
ル
ニ
ヨ
リ
在
住
ノ
長

幼
ニ
百
ニ
人
八
丈
エ
遁
レ
波
シ
・
:
(
削
・
上
)

-44一

(
注
)
、
「
七
十
人
増
し
」
と
い
う
の
は
不

当
で
あ
る
。
か
え
っ
て
，
到
刑
日
刈
胡
'

と
な
っ
て
い
る
。

。
天
明
五
年
よ
り
こ
の
か
た
春
風
秋
雨
四
十
年
(
制
・
ロ
)



-
↓
(
注
文
文
脈
か
'
り
し
て
、
乙
の
時
点
は
文

化
十
四
年

2
2
3
ぞ
あ
る
。
天
明
五

年

(
H
g
g
か
ら
数
え
る
と
三
十
二
年
目

に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
、
「
青
ヶ
島
エ

引
移
り
四
十
余
年
ノ
辛
苦
ヲ
忍
ン
デ
」

(
側
・
上
)
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
と
乙
で
は
、
内
容
上
か
ら
い
っ
て

矛
盾
す
る
。

。
在
家
罰
d
制
川
〈
叩
・
1
/
制
-
U
/淵・
2
)
4
四
|
引
軒
剰
川
剰
数
ニ
付

(m・
上
)

。
名
主
六
太
夫
(
叩
・
3

)

|

↓
名
主
三
九
郎

(m・
下
)

。
東
西
三
町
余
、
南
北
二
十
三
町
の
(
制
・

8
)
』
東
西
三
町
余
、
南
北
二
町
余
ノ
(
削
・
下
)

。
側
斜
叫
出
制
マ
笥
ベ
バ
叫
制
創
出
を

(m・1
1

1

1

1

1

I

l

l

i

t

-

-

』
初
年
ハ
芋
、
粟
、
麦
、
科
之
類
作
付
仕
、
ニ

6
)
 

年
目
ヨ
リ
狛
又
ハ
ン
ノ
木
苗
ヲ

(m
・
上
)

以
上
掲
げ
た
箇
所
は
、
本
文
の
み
を
一
読
し
た
際
に
は
、
あ
ま
り
矛
盾
と
も
誤
認
と
も
感
じ
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
史
料
と
照
会
し
て
精
読
し
た
際
に
は
、
大
変
気
に
な
っ
て
く
る
箇
所
ぞ
あ

る
。
井
伏
が
参
考
に
し
た
と
い
う
史
料
は
「
三
'
+
』
冊
前
後
に
及
ぶ
浩
織
な
手
書
本
」
ぞ
あ
っ
た

ζ
と
か
ら
す
る
と
、
読
解
に
は
か
な
り
難
渋
し
た
で
あ
ろ
う
乙
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
て
み
る

と
、
井
伏
の
誤
読
も
や
む
を
得
な
い
乙
と
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

四

論
を
も
と
に
も
ど
そ
う
。
乙
乙
で
は
、
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
の
史
料
『
八
丈
実
記
』
へ
の
拠

り
具
合
を
検
討
し
井
伏
文
学
の
特
質
を
採
ろ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
を
引
き
写
し
た
と
息
わ
れ
る
箇
所
を
あ
げ
て
み
る
。
『
八
丈
実
記
』

F
」'斗
A
F

、其
後
何
年
程
過
シ
ニ
ヤ
年
号
等
モ
不
ニ
相
知
-
、
伊
勢
国
ヨ
リ
流
船
米
積
来
ル
処
、
米
ト
申

物
ヲ
不
存
、
判
明
シ
コ
ト
ナ
ケ
レ
ハ
無
ニ
党
束
-
存
、
亀
ト
ニ
テ
占
ヤ
キ
見
侯
処
、
食
物
ノ
由
占

付
侯
ニ
付
、
給
ル
処
ニ
甚
タ
風
味
能
ニ
ヨ
リ
、
右
乗
組
ノ
者
共
不
レ
残
失
ヒ
、
米
ヲ
盗
取
ベ
シ

ト
、
不
図
、
悪
心
差
発
リ
詞
引
列
叫
川
処
、
彼
船
方
共
承
リ
伝
へ
却
テ
青
島
八
在
家
者
共

不
ノ
残
夜
討
ニ
逢
シ
由
。

(m・上〉

と
あ
る
が
、
乙
の
箇
所
を
、
井
伏
は
、

そ
の
の
ち
幾
歳
す
ぎ
に
し
こ
と
や
ら
年
号
な
ど
も
つ
ま
び
ら
か
に
は
い
た
さ
ず
侯
へ
ど
も

伊
勢
の
国
の
刷
刊
岡
、
米
を
積
み
当
青
ヶ
島
へ
な
が
れ
っ
き
候
節
は
島
の
も
の
ど
も
ま
だ
米

と
い
ふ
も
の
を
存
ぜ
ず
、
亀
の
甲
を
焼
き
て
占
ひ
俣
と
乙
ろ
食
物
の
由
と
占
ひ
出
ぞ
試
み
に

食
ふ
と
乙
ろ
甚
だ
風
味
よ
ろ
し
く
、
残
ら
ず
盗
み
と
る
べ
し
と
悪
心
お
乙
し
謀
議
一
決
い
た

剖

υを
、
彼
の
船
の
船
方
ど
も
き
さ
っ
た
九
反
っ
て
島
方
の
在
家
を
夜
討
ち
に
な
し
、

男
女
老
若
の
差
別
な
く
討
ち
と
り
て
候
。
そ
の
と
き
在
家
八
粁
こ
れ
あ
り
、
:
・
:
・
(
削
・

2
l

m
・9
)

と
記
述
し
て
い
る
。
比
較
し
て
み
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
ほ
ぼ
史
料
に
拠
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

全
く
の
直
訳
で
は
な
く
、
随
所
に
、
井
伏
的
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
顔
を
覗
か
せ
て
い

る
。
例
え
ば
、
「
不
-
一
見
知
乙
を
「
つ
ま
び
ら
か
に
は
い
た
さ
ず
」
と
し
て
和
語
的
に
く
だ
い

て
見
せ
た
り
、
「
一
統
イ
タ
セ
シ
」
を
「
謀
議
一
決
い
た
せ
し
」
乏
渓
語
で
も
っ
て
気
取
っ
て

見
せ
た
り
で
、
和
語
・
漢
語
を
自
由
に
小
気
味
よ
く
使
用
す
る
。
乙
れ
に
よ
っ
て
一
程
の
お
か

し
み
を
表
出
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
に
あ
る
「
右
采
組
ノ
者
共
不
残
失
ヒ
」
の
箇
所
を

削
除
し
た
り
、
史
料
に
は
な
い
「
船
一
般
」
と
か
「
男
女
老
若
の
差
別
な
く
討
ち
と
り
」
と
か

い
う
表
現
を
椅
入
し
た
り
す
る
。

前
記
の
部
分
の
削
除
・
改
変
、
稲
入
は
あ
ま
り
目
立
つ
も
の
ぞ
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
史

料
に
か
な
り
拠
っ
た
と
忍
わ
れ
る
箇
所
で
さ
え
以
上
の
よ
う
な
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
順
序
を
自
由
に
入
れ
換
え
た
り
、
大
幅
な
省
略
に
よ
る
簡
略
化
も
行
な

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

削
除
箇
所
・
省
略
箇
所
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
部
分
改
変
と
部
分
椅
入
の
箇
所
に
つ
い
て
多

少
見
て
お
く
。

史
料
に
「
言
舌
モ
不
相
分
」
(
問
・
下
・
ロ
)
と
あ
る
と
乙
ろ
を
「
一
一
下
一
一
口
語
は
空
と
ぷ
大
烏
の
悲

鳴
に
似
て
ギ
ャ
ア
ギ
ャ
ア
と
ば
か
り
申
せ
し
」

(m・
8
)
と
改
変
し
た
り
、
「
大
池
小
池
ト
モ

ニ
一
ツ
ニ
満
会
、
」
(
問
・
上

-n)
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
大
池
小
池
と
も
に
一
つ
に
つ
な
が
り

大
い
な
る
瓢
箆
池
と
は
相
成
り
ぬ
。
」

(m・
2
)
と
改
変
し
た
り
す
る
と
、
野
蛮
さ
が
真
の

野
蛮
さ
と
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
事
の
重
大
さ
が
深
刻
な
重
大
さ
と
は
な
ら
ず
、
野
蛮
な
う
ち

に
、
深
刻
な
う
ち
に
笑
い
さ
え
醸
し
出
さ
れ
て
く
る
の
ぞ
あ
る
。

ま
た
、
「
大
火
穴
無
限
出
来
湯
彩
シ
ク
一
面
ニ
涌
上
リ
、
」
(
附
・
下
・
日
)
と
あ
る
と
こ
ろ

を
「
大
い
な
る
火
穴
で
き
一
面
に
火
柱
ふ
き
て
湯
水
わ
き
、
町
出
回
側
副
州
剖
謝
剥
引
制
制
土

裂
の
然
か
と
ま
が
ふ
ば
か
り
に
し
て
」
〈

m
・
5
)
と
椅
入
表
現
す
る
の
も
同
様
相
」
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
箇
所
を
本
文
中
か
ら
拾
い
出
し
て
み
る
と
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
そ
の
中
か

ら
代
表
的
な
も
の
の
み
を
列
記
し
学
げ
て
お
く
。

。

(
m
-
U〉
・
・
・
波
う
づ
ま
き
在
家
の
人
び
と
救
ひ
を
求
め
ん
と
て
念
仏
申
せ
ど
も
心
も

と
な
き
限
り
な
り
。
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k
っこっ

@
(
抑
・
日
)
:
・
大
い
な
る
盤
石
ば
か
り
突
克
と
し
て
残
さ
れ
、
押
せ
ど
も
引
け
ど
も
動

か
す
あ
た
は
ず
、

。

(m-U)
・
:
島
山
鳴
動
し
て
猛
火
は
炎
々
と
石
の
火
穴
よ
り
噴
き
出
だ
し
火
石
を
天

空
に
吹
き
あ
げ
、
息
を
だ
に
つ
く
隙
間
も
な
く
:
・

。
(
捌
・

6
)
・
:
胸
さ
わ
ぎ
す
さ
ま
じ
く
臨
も
が
く
が
く
と
震
へ
申
し
候
。
火
柱
に
気
を

奪
は
れ
て
乳
呑
児
を
と
り
お
と
し
、
お
ろ
か
に
も
水
箆
を
抱
き
あ
げ
ま
だ
気

も
つ
か
ず
降
灰
の
中
を
駈
け
行
く
女
も
こ
れ
あ
り
候
。

。

(m・
5
〉
:
・
巨
大
な
る
炭
火
の
棒
と
な
っ
て
虚
空
に
旋
回
つ
か
ま
つ
り
・
:
一

。
(
加

-m):・
助
け
て
く
れ
と
泣
き
喚
く
ば
か
り
に
て
空
し
く
煙
に
む
せ
、
或
は
波
に

さ
ら
は
れ
て
跡
か
た
も
な
し
。

か
ん
か

。
(
別

-m):・
き
く
も
の
み
ん
な
時
刺
流
離
の
お
の
が
身
を
嘆
き
た
り
:
・

。
(
別
・
路
)
:
・
洞
穴
は
涯
し
な
く
地
獄
に
通
ふ
を
見
と
ど
け
た
り
。

。
(
叩
・
ロ
)
・
:
反
っ
て
山
川
草
木
よ
り
折
怪
・
つ
け
る
も
同
様
の
有
様
に
て
、
・
:

。

(
m
-
M
)
:・
裸
一
貫
の
漂
流
入
・
:

と
れ
ら
は
い
ず
れ
も
補
入
箇
所
の
例
で
あ
る
が
、
類
似
例
は
、
乙
の
外
に
も
ま
だ
ま
だ
多
数
拾

い
出
す
乙
と
が
ぞ
き
る
。
乙
れ
ら
の
箇
所
に
共
通
し
て
言
え
る
乙
と
は
、
と
れ
ら
の
表
現
が
あ

る
た
め
場
面

f
¥が
生
き
生
き
と
浮
き
立
っ
て
く
る
乙
と
で
あ
り
、
同
時
に
、
深
刻
な
悲
劇
で

あ
る
は
ず
の
と
乙
ろ
を
、
誇
張
表
現
・
比
職
表
現
等
ぞ
存
劇
に
転
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
井
伏
文
学
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

特

急

η
F

物
語
中
で
、
語
り
手
で
あ
る
「
わ
が
身
」
は
、
時
々
間
の
手
を
入
れ
て
、
登
場
人
物
の
心
情

を
語
っ
た
り
同
情
し
た
り
す
る
。

「
静
乙
乙
ろ
な
く
」
〈

m
・
9
)
・
「
心
も
と
な
き
限
り
」
(
加
・
日
)
・
「
気
も
そ
ぞ
ろ
に
て
」

(m-m)
・
「
三
九
郎
の
心
労
の
ほ
ど
恩
ひ
や
ら
れ
」
(
制
・
日
)
・
「
み
な
み
な
悲
嘆
に
く

れ
し
と
の
こ
と
」
(
制
・
5
)
・
「
あ
は
れ
三
九
郎
、
・
:
(
中
略
)
:
・
さ
ぞ
か
し
無
念
な
り
し
」

(m-U〉
等
の
箇
所
で
あ
る
が
、
乙
乙
で
語
り
手
は
し
き
り
に
恋
し
が
り
不
安
が
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
乙
の
背
後
に
、
こ
れ
ら
の
同
情
を
一
切
排
除
し
拒
否
す
る
深
刻
な
現
実
が
厳
と

し
て
存
在
す
る
。
い
く
ら
傍
観
者
で
あ
る
「
わ
が
身
」
が
同
情
し
た
と
し
て
も
、
島
の
人
々
は

苛
酷
な
現
実
を
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
を
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
自
然
の
カ
の
前

花
、
役
人
の
暴
虐
の
前
に
、
た
だ
「
っ
た
な
き
身
」
を
晒
す
だ
け
ぞ
し
か
な
い
。
「
わ
が
身
」

ば
、
「
送
り
く
だ
さ
れ
侠
金
子
を
も
っ
て
別
段
困
窮
い
た
す
こ
と
こ
れ
な
く
」
(
川
・

1
)

、

「
当
青
ク
島
に
て
は
庖
屋
と
て
乙
れ
な
く
、
酒
屋
も
な
く
、
い
さ
さ
か
無
明
」
(
日
・

1
)
に
苦

し
ん
で
い
る
余
裕
あ
る
傍
観
者
な
の
で
あ
る
。
所
詮
い
く
ら
同
情
し
よ
う
と
無
力
に
等
し
い
。

乙
の
よ
う
な
傍
観
者
の
感
傷
ほ
ど
傍
い
も
の
は
な
い
。
同
情
す
れ
ば
同
情
す
る
ほ
ど
、
語
り
手

で
あ
る
「
わ
が
身
」
は
厳
し
い
現
実
か
ら
疎
外
さ
れ
「
よ
そ
も
の
」
で
あ
る
乙
と
を
認
識
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
反
対
に
、
辛
く
厳
し
い
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
現
実
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
逆

説
的
に
表
出
さ
れ
て
く
る
。
乙
の
手
法
は
井
伏
の
得
意
と
す
る
手
法
で
あ
り
、
種
々
の
作
口
聞
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
丹
下
氏
邸
』
の
「
私
」
、
『
朽
助
の
ゐ
る
谷
間
』
の
「
私
」
、

『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
の
「
平
家
系
の
一
人
の
少
年
」
等
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

五

次
に
、
史
料
に
拠
っ
て
い
な
い
、
井
伏
の
創
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
前
記
図
表
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
『
八
丈
実
記
』
の
P

青
ヶ
島
関
係
史
料
'
に
は
見
い
出

し
得
な
い
、
い
く
つ
か
の
興
味
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
乙
の
作

品
に
あ
る
程
の
活
気
を
与
え
て
い
る
乙
と
は
確
か
で
あ
る
。
事
実
の
重
み
は
史
料
の
も
つ
事
実

性
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
生
か
す
の
も
殺
す
の
も
、
そ
の
史
料
の
用
い
方
で

ゑ
U

ヲ
心
。

史
料
そ
の
も
の
は
死
体
で
あ
る
。
死
休
も
入
念
に
解
剖
し
て
行
け
ば
、
あ
り
し
日
の
生
者
の

姿
を
あ
る
程
度
ま
で
想
像
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
だ
が
命
が
通
わ
ぬ
。
死
体
に
命
を
与
え

て
や
る
の
が
作
家
の
腕
前
で
あ
る
。
井
伏
の
創
作
と
思
わ
れ
る
種
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
乙
の
死

よ
串
が
え
り

休
と
し
て
の
史
料
に
生
命
を
与
え
る
蘇
生
の
水
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
容
観
的
で
あ
ろ
う
と
し

て
記
述
さ
れ
て
い
る
史
料
を
自
分
の
脳
裏
で
有
機
的
に
継
ぎ
合
わ
せ
て
、
生
命
の
息
吹
を
通
わ

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
内
容
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
井
伏
の
創
作
な
の
ぞ
あ
ろ
う
か
。
順
番
に
挙
げ
て
み
る

に
、
酒
樽
を
積
ん
だ
漂
流
船
の
話
(
別
・

9
l
m
・
ロ
)
・
山
焼
の
前
触
れ
と
し
て
の
鯨
の
話

(m
・
3
l
m
-
m
)
・
片
岡
に
残
っ
た
一
本
の
椿
の
木
の
話

(
m
-
i
m
-
-
)
・
八
丈
島
へ
避

難
し
た
「
身
ふ
つ
つ
か
」
な
人
々
の
話
(
別
・
ロ

i
m
・
7
)

二
ニ
九
郎
の
山
焼
見
分
と
そ
の
笑

状
報
告
の
話

(
m
-
u
l制
-m)
・
役
人
の
私
腹
の
話
(
削
・

1
l制・
6)
・
彦
太
郎
の
委
イ

シ
ネ
の
話
(
叩
・

l
i
m
-
U
)
・
徳
右
衛
門
と
次
郎
太
夫
の
土
地
分
割
を
め
ぐ
っ
て
の
話

(m-

U
l
m
-
6
)
・
彦
太
郎
の
孫
娘
の
シ
ン
の
話
(
抑

-
M
i
m
-
U
)
・
語
り
手
で
あ
る
漂
流
民

「
わ
が
身
」
の
話

(
m
-
m
i
m
-
9
/
m
-
M
i
m
-
臼
/
叩

-
m
i
m
-
m
/
m
-
m
l山・
2
〉

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
い
か
に
も
井
伏
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と
感
心
し
て
し
ま
う
。
庶
民
の
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
そ
し
て
、
乙
れ
ら
と
類
似
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
他
作
品
中
に
も
見
る
乙
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と
が
で
き
る
。
以
下
、
乙
れ
ら
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
な
が
ら
、
井
伏
文
学
の
特
貿

易
』
具
休
的
に
見
て
行
乙
う
と
思
う
。

中
小

ま
ず
最
初
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
、
酒
禍
帽
を
積
ん
だ
漂
流
船
の
話
に
つ
い
て
ぞ
あ
る
。
乙
れ

に
類
似
し
た
話
は
な
い
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
当
青
ヶ
島
に
関
す
る
史
料
の
中
に
は
見
い
出

し
得
な
か
っ
た
。
井
伏
が
こ
乙
に
乙
の
話
を
持
っ
て
来
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。

私
な
り
に
、
井
伏
文
学
の
素
材
を
考
え
て
み
る
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
交
友
(
隣
人
を
も
合
む
)
に
関
す
る
も
の
・
酒
に
関
す
る
も
の
・
骨
董
に
関
す
る
も

の
・
釣
に
関
す
る
も
の
・
旅
(
漂
流
を
も
合
む
)
に
関
す
る
も
の
・
自
然
の
中
に
生
き
る
人
聞

に
関
す
る
も
の
等
ぞ
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
井
伏
は
、
こ
れ
ら
の
素
材
を
過
し
て
生
じ
て
く
る
人

生
の
悲
喜
乙
も
ど
も
を
こ
と
も
な
げ
に
描
出
す
る
の
で
あ
る
。
と
し
て
み
る
と
、
乙
の
酒
船
の

話
は
、
「
備
前
岡
山
の
船
一
般
」
と
い
い
、
「
酒
樽
を
満
載
し
て
い
る
」
乙
と
と
い
い
、
「
残

ち
ず
」
「
飲
み
つ
く
し
た
」
乙
と
と
い
い
、
井
伏
好
み
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
代
表
的
な
も
の
と
言

う
乙
と
が
で
き
よ
う
か
。*

 

次
に
、
山
焼
の
前
触
れ
と
し
て
の
鯨
の
話
ぞ
あ
る
が
、
乙
れ
も
青
ク
島
関
係
史
料
中
に
は
会

〈
認
め
ら
れ
な
い
。
場
面
は
違
う
が
、
『
八
丈
島
小
島
青
ヶ
島
年
代
記
』
の
中
の
「
八
丈
島
」

に
関
す
る
記
事
と
し
て
次
の
よ
う
に
で
て
く
る
。

一
、
同
年
(
注
、
安
永
五
年
)
十
二
月
廿
四
日
、
大
賀
川
州
浦
三
奇
鯨
有
之
、
八
重
根
(
注
、

八
丈
島
の
地
名
)
へ
引
込
、
切
上
げ
、
村
々
割
肱
致
す
。
(
削
・
上
)

て
同
八
亥
年
(
注
、
安
永
八
年
)
五
月
八
日
、
中
之
盆
庄
(
注
、
亀
ト
ド
か
。
八
丈
島

の
地
名
)
と
言
所
九
寄
鯨
有
之
、
右
鯨
働
場
所
不
宜
少
々
切
上
げ
、
同
九
日
浪
に
て
払
出

る
。
(
叩
・
下
)

と
い
う
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
八
丈
島
の
記
事
か
ら
判
断
す
る
に
、
青
ヶ
島
に
鯨
が
打

ち
上
げ
ら
れ
た
と
て
不
思
議
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
井
伏
の
判
断
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
の
場
面
の
描
出
の
仕
方
に
は
井
伏
独
自
の
工
夫
が
あ
る
。
単
な
る
事
実
の
採
録
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

鯨
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
所
は
「
オ
フ
ネ
ガ
浦
」
で
あ
る
。
直
前
に
記
述
さ
れ
て
い
る
「
タ
カ
ト

ウ
」
・
「
ミ
ヤ
ノ
平
」
・
「
五
郎
モ
ン
カ
ア
ウ
」
・
「
イ
ク
マ
ン
ガ
岸
」
等
の
地
名
か
ら
し

て
、
い
か
に
も
こ
の
「
オ
フ
泳
ガ
捕
」
は
青
ヶ
島
の
地
名
と
し
て
存
在
し
そ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
青
ヶ
島
関
係
の
史
料
を
入
念
に
み
て
も
、
乙
の
地
名
だ
け
は
認
め
ら
れ
な
い
。
乙
乙
ぞ
注

意
す
べ
き
は
、
漂
流
民
で
あ
る
「
わ
が
身
」
が
流
れ
若
い
た
の
も
乙
の
「
オ
フ
ネ
ガ
浦
」
ぞ
あ

り
、
「
供
養
の
所
存
に
て
こ
十
六
本
の
ハ
ン
の
木
」
を
植
え
付
け
た
と
乙
ろ
も
乙
の
「
オ
フ
ネ

ガ
浦
」
で
あ
る
。
井
伏
は
、
架
空
の
「
わ
が
身
」
を
登
場
さ
せ
る
伏
線
と
し
て
、
入
念
に
「
オ

フ
ネ
ガ
浦
」
の
出
来
事
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
に
巧
妙
な
井
伏
の
創
作
で
あ
る
。

地
名
と
し
て
は
、
乙
の
「
オ
フ
ネ
ガ
浦
」
の
み
で
あ
る
が
、
人
名
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ

る
。
例
え
ば
、
乙
乙
に
出
て
く
る
「
松
二
郎
」
(
加
・
5
)
・
「
浅
七
」
(
加
・
6
)
・
「
ハ
マ

ガ
ネ
」

(m・
8
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
百
姓
与
右
衛
門
」

(m-m)
・
「
イ
シ
ネ
」
(
抑

・
1
・
)
「
地
役
人
間
山
総
四
郎
」
(
叩
・
2
)

・
「
シ
ン
」
(
川
・
2
)

・
「
忍
女
ホ
ジ
ガ
ネ
」

(叩・
2
)
と
い
っ
た
と
乙
ろ
で
あ
る
が
、
す
べ
て
、
青
ヶ
島
関
係
の
史
料
中
に
は
認
め
ら
れ
な

い
。
あ
た
か
も
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
れ
ら
も
井
伏
の
見

事
な
創
作
で
あ
る
。

ま
た
、
鯨
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
時
の
様
子
と
い
い
、
二
人
の
者
が
鯨
を
討
ち
と
ろ
う
と
す
る

と
こ
ろ
と
い
い
、
ハ
マ
ガ
ネ
の
悲
嘆
の
様
と
い
い
、
実
に
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、

同
時
に
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
と
乙
ろ
で
も
あ
る
。
乙
の
挿
話
の
直
前
に
置

か
れ
て
い
る
の
が
、
安
永
九
年
の
山
焼
で
あ
る
だ
け
に
、
手
下
な
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
は
返
っ
て
場
面
を
深
刻
に
重
苦
し
く
す
る
。
し
か
し
、
乙
の
鯨
の
挿
話
は
、
そ
の
深

刻
さ
を
幾
分
な
り
と
も
和
ら
げ
て
く
れ
る
。
前
掲
図
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
事
実
と
事
実
の
重
苦

し
さ
の
中
に
、
入
念
に
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
、
作
品
全
体
に
一
種
の
グ
軽
み
4

的
雰
囲
気
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
イ
シ
、
不
」
の
自
殺
に
つ
い
て
は
あ
と
で
触
れ

る。
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次
に
、
片
岡
に
残
さ
れ
た
一
本
の
椿
の
木
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
乙
の
話
は
、

「
数
十
び
き
の
飼
牛
野
牛
の
う
ち
一
ぴ
き
生
き
の
乙
り
て
他
は
残
ら
ず
焼
失
つ
か
ま
つ
り
侯

由
U

(

m

・
2
)
と
の
対
比
か
ら
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
牛
の
話
も
創
作
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
乙
の
話
は
確
か
に
『
八
丈
実
記
』
に
載
っ
て
い
る
。
「
牛
皆
焼
死

ス
ル
中
ニ
ド
人
モ
通
フ
事
ア
タ
ハ
ザ
ル
岸
上
回
二
疋
ノ
大
牛
助
リ
シ
ハ
後
世
ノ
奇
談
ト
セ
リ
パ
}

(
問
・
下
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
話
は
気
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
本
文
中
に
二
度
も
使

用
し
て
い
る
。

乙
の
乙
と
か
ら
、
植
物
に
も
あ
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
井
伏
の
思
い
入
れ
で
あ
ろ

う
。
「
何
の
わ
け
と
は
因
縁
わ
き
ま
へ
申
さ
ず
」
と
か
、
「
さ
れ
ば
ゆ
っ
く
り
と
涙
を
流
し
」

と
か
、
説
明
の
仕
方
に
も
感
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
最
後
の
「
か
ね
て
辛
苦
の

霊
な
る
節
、
育
き
森
を
見
て
乙
乙
ろ
な
ぐ
さ
む
と
せ
ば
宣
宝
な
も
の
」
と
い
う
と
乙
ろ
な
ど
に

は
、
井
伏
特
有
の
庶
民
人
生
哲
学
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
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八
丈
島
へ
避
難
し
た
「
身
ふ
つ
つ
か
」
な
る
人
々
の
話
の
箇
所
で
あ
る
が
、
乙
の
「
身
ふ
つ

う
か
」
な
る
人
々
は
他
作
品
に
も
類
例
を
見
い
出
す
乙
と
が
で
き
る
。
井
伏
の
好
ん
で
拾
く

「
常
民
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
『
朽
助
の
ゐ
る
谷
間
』
の
「
谷
木
朽
助
」
、

『
丹
下
氏
邸
』
の
「
谷
下
英
一
見
」
・
「
谷
下
オ
タ
ツ
」
、
『
川
』
に
登
場
し
て
く
る
多
く
の
人

々
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
「
身
分
い
や
し
く
」
「
身
ふ
つ
つ
か
」
な
る
人
々
で
あ
る
。
ぉ
上
に
対

し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
主
人
に
対
し
て
も
逆
う
乙
と
を
知
ら
ず
、
「
御
奉
公
第
一
と
御
公

儀
を
崇
め
た
て
ま
つ
り
、
か
り
そ
め
に
も
不
届
を
申
す
乙
と
も
」

(
m
-
U
)
な
い
人
々
で
あ

る
。
く
よ
く
よ
思
い
悩
む
こ
と
も
な
く
、
不
平
不
満
を
充
分
自
覚
す
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
自

然
に
身
を
ま
か
せ
、
諦
め
切
っ
た
現
実
を
死
ぬ
ま
で
生
き
て
ゆ
く
し
か
な
い
人
々
で
あ
る
。
井

伏
の
目
は
、
こ
れ
ら

σ
人
々
に
い
つ
も
暖
か
く
注
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

*
 

三
九
郎
の
見
分
と
そ
の
実
状
報
告
の
箇
所
で
は
、
椿
の
話
同
様
、
自
然
に
対
す
る
愛
者
が
伺

わ
れ
る
。
「
他
愛
な
き
草
花
の
話
に
候
九
ど
も
、
ま
こ
と
に
斯
く
申
す
わ
が
身
の
上
に
ひ
き
く

ら
べ
て
胸
ふ
さ
が
る
」
(
削
・
2
)
思
い
に
か
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
弱
者
に
対
す
る
、
労
り
、
可

憐
な
も
の
九
の
愛
着
、
不
幸
な
も
の
へ
の
同
情
:
:
:
井
伏
の
心
は
、
彼
の
風
貌
に
似
合
わ
ず
デ

リ
ケ
ー
ト
な
の
で
あ
る
。
酒
を
愛
し
、
釣
を
愛
し
、
旅
を
愛
し
、
骨
董
を
愛
す
る
井
伏
の
心
底

ば
寂
し
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
他
愛
な
き
草
花
」
に
他
愛
な
き
「
わ
が
身
」
を
連
想

し
、
「
胸
ふ
さ
が
る
」
思
い
に
か
ら
れ
た
り
も
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
乙
に
現
実
の
不

幸
を
知
り
、
孤
独
を
知
っ
た
も
の
の
み
が
も
っ
、
真
の
や
さ
し
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

*
 

役
人
の
私
腹
に
関
す
る
話
は
、
井
伏
独
特
の
最
大
の
風
刺
で
あ
る
。
「
拝
借
お
ほ
せ
つ
け
ら

れ
し
金
子
は
従
来
と
異
な
り
島
役
人
も
私
腹
つ
か
ま
つ
ら
ず
」
(
川
・
5
)
と
、
当
然
と
い
え

ば
当
然
の
乙
と
を
、
殊
更
記
す
と
こ
ろ
に
、
権
力
者
の
校
狽
さ
に
対
す
る
最
大
の
風
刺
が
あ

る
。
ま
た
別
の
箇
所
で
は
、
「
頭
ご
な
し
に
も
の
ど
も
を
叱
り
置
く
島
役
人
」

(m・
日
)

・
「
割
竹
の
刑
罰
な
ど
用
ひ
る
役
人
衆
」

(m-m)
等
と
記
す
と
こ
ろ
に
、
無
知
な
庶
民
た

ち
を
暴
虐
す
る
権
威
九
の
い
さ
さ
か
の
反
抗
と
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
無
知
な
庶
民
に
対
す
る

怒
し
み
の
日
差
し
が
あ
る
。

*
 

彦
太
郎
の
妻
イ
シ
ネ
の
話
に
つ
い
て
の
箇
所
で
あ
る
。
乙
乙
で
は
イ
シ
ホ
と
向
山
総
四
郎
と

の
不
儀
、
そ
し
て
イ
シ
ネ
の
入
水
自
殺
が
描
か
れ
て
い
る
。
乙
の
イ
シ
ネ
の
死
に
は
、
現
実
に

は
程
々
筏
雑
な
事
情
も
あ
っ
た
乙
と
と
思
う
が
、
結
果
と
し
て
の
死
は
い
と
も
簡
単
で
あ
る
。

そ
の
夫
彦
太
郎
の
死
も
、
死
に
到
る
過
程
乙
そ
違
え
結
果
は
同
様
で
あ
る
。
乙
の
死
の
描
き
方

は
、
鯨
の
掃
話
の
箇
所
に
あ
っ
た
松
二
郎
・
浅
七
・
松
二
郎
の
委
ハ
7

ガ
ネ
の
死
と
て
同
様
で

あ
る
。
死
と
厳
し
く
向
き
合
っ
て
、
そ
乙
に
生
じ
る
葛
藤
を
描
く
と
い
う
描
き
方
で
は
な
い
。

死
は
日
常
茶
飯
の
中
で
い
と
も
自
然
に
生
じ
、
い
か
に
も
簡
単
で
あ
っ
け
な
い
と
い
っ
た
描
き

方
で
あ
る
。
死
に
到
る
ま
で
の
過
程
は
、
本
人
に
あ
っ
て
は
最
大
事
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
複

雑
な
事
情
・
激
し
い
心
理
的
葛
藤
が
生
起
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
く
描
出
さ
れ
る

乙
と
が
な
い
。
結
果
と
し
て
の
死
は
、
他
者
か
ら
見
る
と
悶
が
抜
け
て
見
え
、
実
に
淡
々
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
『
川
』
に
も
多
く
の
死
者
が
出
て
く
る
が
、
描
出
の
方
法
は
会
く
同
様
で
あ

る
。
当
事
者
に
と
っ
て
異
常
で
あ
る
死
は
、
い
か
に
も
無
雑
作
に
や
っ
て
来
て
い
か
に
も
無
雑

作
に
通
り
抜
け
で
行
く
。
水
が
一
向
き
か
ら
低
き
に
若
く
よ
う
に
い
と
も
自
然
な
の
で
あ
る
。

こ
の
井
伏
の
死
の
描
き
方
を
み
る
と
、
他
の
多
く
の
作
家
の
描
く
複
雑
な
死
は
あ
た
か
も
非

日
常
の
不
自
然
な
出
来
事
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
確
か
に
死
は
「
一
大
事
」
で
は
あ
ろ
う

が
、
そ
し
て
死
へ
到
る
過
程
は
複
雑
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
と
し
て
の
死
は
単
純
で
あ
る
。
我
々

は
、
知
人
の
死
に
対
し
て
は
深
く
悲
し
む
が
、
不
知
の
人
の
死
に
つ
い
て
は
全
く
無
関
心
で
あ

る
。
他
の
動
植
物
の
死
の
場
合
と
同
様
、
一
々
悲
し
ん
で
も
仕
様
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
描
写
に
見
ら
れ
る
井
伏
の
死
へ
の
認
識
は
、
ま
さ
に
森
羅
万
象
を
見
据
え
た
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
の
自
然
の
減
、
ひ
と
し
て
の
死
九
の
認
識
な
の
で
あ
る
。
深
沢
七
郎
の
『
笛
吹
川
』
に

措
か
れ
て
い
る
死
と
同
質
で
あ
り
、
井
伏
の
方
が
先
駆
を
な
し
て
い
る
。
乙
の
描
出
法
は
、
考

え
て
み
る
と
、
生
あ
る
人
間
に
と
っ
て
は
全
く
恐
し
い
無
機
的
な
死
の
描
き
方
で
あ
る
。

*
 

死
に
対
し
て
あ
れ
ほ
ど
無
関
心
を
装
っ
た
描
写
が
、
い
ざ
日
常
茶
飯
の
一
寸
し
た
い
ざ
こ
ざ

と
な
る
と
全
く
様
相
を
異
に
す
る
。
乙
だ
わ
る
必
要
の
な
い
所
に
必
要
以
上
に
乙
だ
わ
り
、
持

ち
出
さ
な
く
て
も
よ
い
話
題
を
殊
更
持
ち
出
し
て
、
大
げ
さ
に
議
論
し
た
り
喧
嘩
し
た
り
、
渓
を

流
し
た
り
す
る
。
考
え
て
み
れ
ば
全
く
矛
盾
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
が
庶
民
の
現
実
感
覚
・

生
活
実
感
と
い
う
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

老
人
徳
右
衛
門
と
名
主
次
郎
太
夫
と
の
や
り
と
り
に
も
そ
れ
に
似
た
も
の
を
感
じ
る
の
で
あ

る
。
山
川
草
木
の
説
と
い
い
、
鰯
の
大
群
の
説
と
い
い
、
考
え
て
み
れ
ば
持
ち
出
す
こ
と
自
体

が
滑
稽
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
腹
を
立
て
る
老
人
徳
右
衛
門
自
身
も
滑
稽
な
の
で
あ
る
。
そ

の
議
論
に
よ
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
本
質
が
忘
れ
去
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

乙
の
描
出
方
法
は
「
青
ゲ
島
大
概
記
」
で
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
川
』
の

中
に
は
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
隣
家
の
P

椅
の
と
り
乙
わ
し
4

を
廻
つ
て
の
反
目
は

象
徴
的
で
あ
る
。
重
大
事
で
あ
る
死
に
は
全
く
無
関
心
で
あ
る
が
、
日
常
茶
飯
の
小
ぜ
り
あ
い

~ 48-



と
な
る
と
最
大
の
関
心
を
示
す
、
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
乙
れ
が
井
伏
の

把
握
し
て
い
る
庶
民
感
覚
だ
と
私
は
思
う
。

*
 

最
後
は
、
「
シ
ン
と
申
す
女
」
に
つ
い
て
の
椅
話
で
あ
る
。
「
卯
月
十
三
ば
っ
ち
り
日
和
」
と

い
う
表
現
を
基
軸
と
し
て
話
は
展
開
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
言
葉
は
、
『
八
丈
実
記
』
中
に
あ

る
、
「
祝
詞
ノ
ハ
ナ
ウ
タ
」
(
附
上
)
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
祝
詞
は
、
冒
頭
に
あ

τ平
〈
に
ん

っ
た
名
主
次
郎
太
夫
が
島
氏
に
尽
力
し
た
そ
の
功
績
を
称
え
る
も
の
で
、
「
名
主
ノ
厚
恩
官
吏

町
宇
〈
に
ん

ノ
実
意
ニ
テ
、
諸
民
古
郷
ニ
一
帰
リ
テ
一
所
懸
命
ノ
地
ヲ
得
タ
リ
ト
感
嘆
ニ
タ
エ
ズ
。
永
グ
史
ν

世
阻

L

長
ノ
両
人
ヲ
青
ケ
島
ノ
守
護
神
ト
シ
テ
、
庁
ノ
ト
ン
プ
ニ
勧
請
」
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
祝
詞
の
詞
は
、

天
保
六
年
、
五
穀
熟
ス
ル
乙
ノ
未
、
青
ケ
島
ナ
ル
新
造
ヲ
イ
ダ
ス
、
刷
用
州
出
y
イ
川
利

引
副
料
、
九
人
乗
組
八
重
根
ニ
者
夕
、
花
ノ
盛
リ
ノ
十
六
日
ニ
、
波
モ
タ
ヒ
ラ
ニ
風
シ
ヅ
カ

ニ
テ
:
・
(
後
略
)
:
人
間
・
上
)
と
い
っ
た
も
の
で
、
大
変
お
め
で
た
い
祝
い
う
た
で
あ
る
。

最
後
の
場
面
に
乙
の
指
話
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
乙
の
作
品
は
一
気
に
明
る
い
雰
悶
気
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
本
文
中
、
井
伏
特
有
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
点
綴
す
る
用
意
を

怠
つ
て
は
い
な
い
が
、
や
や
も
す
る
と
事
実
の
重
み
に
押
さ
れ
て
暗
く
沈
み
勝
ち
で
あ
る
。
シ
ン

の
話
は
、
乙
の
暗
く
沈
み
勝
ち
な
雰
囲
気
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
、
「
卯
月
十
三
バ
ッ
チ
リ

日
和
」
の
中
で
生
起
し
た
お
め
で
た
い
事
件
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
卯
月
十
三

バ
ッ
チ
リ
日
和
」
の
語
呂
と
繰
り
返
し
の
リ
ズ
ム
と
が
作
品
に
軽
快
な
感
じ
を
与
え
て
い
る
。

村
落
共
同
体
の
閉
鎖
さ
れ
た
中
に
お
け
る
男
女
の
密
会
等
、
現
実
は
ど
ろ
/
¥
と
し
た
淫
腐

な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
し
て
乙
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
場
合
に
も
現
実
に
は
「
権
十
郎
な
ら
び
に

シ
ン
両
名
の
も
の
法
度
を
絞
り
男
女
の
い
き
さ
つ
い
た
せ
し
お
も
む
き
」
(
叩
・
9
)
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
知
恵
あ
る
村
人
た
ち
の
飽
き
で
、
グ
神
隠
し
d

に
あ
っ
た
こ
と
と
し
て
、

め
で
た
く
結
ぼ
れ
る
の
で
あ
る
。
乙
の
よ
う
な
取
り
計
ら
い
は
、
狭
小
な
共
同
体
の
中
で
生
活

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
の
生
活
の
知
恵
な
の
で
あ
る
。
乙
の
よ
う
な
暖
か
い
庶
民
感
覚

を
、
井
伏
は
こ
と
も
な
げ
に
提
出
し
て
見
せ
る
の
で
あ
る
。
殊
更
取
り
立
て
て
の
説
明
は
な
に

も
な
い
。
当
然
あ
る
べ
く
し
て
あ
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
庶
民
の
日
常
に
生
起
す
る
悲

官
官
劇
を
み
ご
と
に
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

青
ヶ
島
の
山
焼
と
い
う
重
苦
し
い
現
実
を
描
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
重
苦
し
い
現
実
と
な
ら

ず
、
あ
た
り
ま
え
の
、
当
然
あ
る
べ
く
し
て
あ
る
現
実
と
し
て
拙
か
れ
て
い
る
の
は
、
作
家
井

伏
鱒
ニ
の
文
章
家
と
し
て
の
腕
前
で
あ
る
。
一
見
瓢
々
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
実
は
多

〈
の
も
の
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
井
伏
の
細
く
小
さ
な
目
は
、
不
思
議
に
も
本
質
を

鋭
く
見
抜
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
前
半
で
は
史
料
と
の
比
較
を
中
心
に
、
後
半
で
は
史
料
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
井
伏

の
創
作
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
中
心
に
、
私
な
り
に
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
に
お
け
る
井
伏
文
学
の

特
質
を
見
て
き
た
。

井
伏
自
身
「
私
の
『
青
ヶ
島
大
概
記
』
と
い
ふ
記
録
物
は
、
資
料
か
ら
そ
の
ま
ま
文
章
を
引

用
し
た
と
こ
ろ
が
可
な
り
あ
る
。
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
も
あ
る
〕
と
言
っ
て
い
る

が
、
確
か
に
六
分
四
分
の
割
合
い
で
多
く
は
史
料
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
史
料
の

読
み
誤
ま
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
だ
が
、
史
料
に
拠
っ
て
い
る
箇
所
に
あ
っ

て
も
、
随
所
に
井
伏
文
学
の
特
質
は
伺
わ
れ
た
し
、
ま
た
、
後
半
記
し
た
よ
う
な
井
伏
の
創
作
と

思
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
当
時
の
井
伏
が
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
自
然
観
・
人
間
観
・

人
生
観
・
生
死
観
、
そ
れ
に
風
刺
・
ユ
ー
モ
ア
の
感
覚
等
の
井
伏
文
学
の
特
質
が
如
実
に
伺
わ

れ
た
。
一
見
、
単
な
る
歴
史
記
録
物
と
見
て
し
ま
わ
れ
勝
ち
な
こ
の
作
品
の
中
に
、
や
は
り
、

弁
伏
文
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
質
が
ト
ー
タ
ル
に
で
て
い
る
の
で
あ
る
。
良
さ
悪
さ
を
A
口
せ
持
っ

た
作
品
で
あ
る
が
、
乙
の
「
青
ク
島
大
概
記
」
が
単
な
る
記
録
物
に
留
ま
ら
な
い
、
井
伏
文
学
の

特
質
を
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
備
え
た
素
晴
し
い
作
品
で
あ
る
と
い
う
乙
と
は
、
読
め
ば
読
む
ほ
ど

納
得
さ
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

私
は
、
乙
の
論
考
で
、
井
伏
の
創
作
と
思
わ
れ
る
も
の
に
特
に
目
を
向
け
盤
々
述
ぺ
て
き

た
。
井
伏
が
捨
て
た
も
の
に
つ
い
て
は
全
く
考
察
し
て
い
な
い
し
、
他
作
品
へ
の
論
及
も
ほ
と

ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
私
の
研
究
課
題
で
も
あ
る
。
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八
補
注
V

注
1
、
「
社
交
性
」
(
『
小
説
公
図
』
昭
訂

-m)
の
中
に
、
「
資
料
は
伊
馬
春
部
君
が

伊
馬
君
の
恩
師
の
折
口
信
夫
氏
の
と
こ
ろ
か
ら
借
り
て
来
て
く
れ
た
も
の
で
、
私

ば
記
録
文
学
風
に
す
る
つ
も
り
か
ら
資
料
の
文
体
を
其
似
な
が
ら
普
い
」
た
と
あ

る。

注
2
、
「
社
交
性
」
(
同
右
)
の
中
に
、
「
資
料
は
三
十
冊
前
後
に
及
ぶ
浩
滑
な
手
書

本
」
と
あ
る
。

注
3
、

a

瀬
沼
茂
樹
「
井
伏
間
二
の
ニ
作
品
」
(
『
行
動
』
昭
9
・
4

〉

小
説
と
い
ふ
に
は
あ
ま
り
非
小
説
的
で
あ
り
す
ぎ
る
。

i
〈
中
略
)
・
・
・

こ
れ
が
氏
の
忍
従
と
反
抗
と
の
風
刺
的
作
品
と
し
て
も
、
乙
れ
は
む
し

ろ
失
敗
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。



b 

〈
『
行
動
』

c 

尾
崎
士
郎
「
『
り
べ
る
て
座
』
『
色
ざ
ん
げ
』
『
好
晴
』
」

昭
9

・m)
『
青
ケ
島
大
概
記
』
は
あ
る
怠
味
に
お
い
て
彼
の
表
現
に
お
け
る
一
つ

の
頂
点
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

谷
崎
将
二
「
井
伏
鱒
二
論
」
(
『
文
学
の
諸
問
題
』
昭
臼
・

1

日
月
書
院
)

『
青
ケ
島
大
概
記
』
そ
の
他
歴
史
的
題
材
に
拠
っ
た
作
品
に
し
て
も
、

不
幸
な
る
者
、
滅
び
行
く
者
に
対
す
る
作
者
の
同
情
が
創
作
動
機
と
な

っ
て
ゐ
る
様
だ
が
、
埋
れ
た
史
実
か
ら
新
し
き
人
生
の
問
題
を
曝
き
出

す
討
す
が
主
眼
で
は
な
く
、
滅
び
行
く
過
去
を
静
か
に
葬
ら
う
と
云
ふ
の

が
井
伏
氏
の
望
み
な
の
で
あ
ら
う
。

大
越
嘉
七
「
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
論
」
(
『
井
伏
鱒
ニ
の
文
学
』
昭
日
・
9
・

β

法
政
大
学
出
版
局
)

そ
乙
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
自
然
の
脅
威
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん

当
時
の
政
治
の
暴
虐
や
社
会
制
度
の
不
合
理
そ
の
も
の
で
も
な
い
と
い

う
乙
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
環
境
と
し
て
、

そ
の
中
で
漂
い
な
が
ら
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
(
民
衆
)

の
姿
|
|
知
識
に
乏
し
く
、
権
力
や
金
銭
と
も
縁
が
無
く
、
戦
争
も

「
御
神
火
」
と
観
念
し
て
、
追
い
つ
め
ら
れ
る
獣
の
よ
う
に
必
死
の
知

恵
を
働
か
せ
て
、
結
局
生
き
の
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
民
衆
の
姿
(
運

命
)
な
の
で
あ
る
。

涌
回
佑
「
文
議
時
評
に
み
る
昭
和
十
年
ま
で
の
井
伏
文
学
」
(
『
私
注
・

芥
伏
鱒
二
』
昭
日
・

1
・
お
明
治
書
院
)

論
文
の
性
格
か
ら
、
瀬
沼
茂
樹
・
尾
崎
士
郎
の
時
評
の
紹
介
に
と
ど
ま

ま
っ
て
お
り
、
稲
田
氏
自
身
の
論
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い
。
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